
資料１資料１資料１資料１

前回（第前回（第66回）の回）の前回（第前回（第66回）の回）の

北海道地方小委員会の議事について北海道地方小委員会の議事について北海道地方小委員会の議事について北海道地方小委員会の議事について

平成平成２６年２６年３月５日３月５日

国土交通省北海道開発局国土交通省北海道開発局国土交通省北海道開発局国土交通省北海道開発局



第６回 北海道地方小委員会 議事概要（１／５）第６回 北海道地方小委員会 議事概要（１／５）

〇議題：「北海道の社会経済状況とそれを踏まえ〇議題：「北海道の社会経済状況とそれを踏まえ ■最寄都市までの平均道路距離（km）■最寄都市までの平均道路距離（km）〇議題：「北海道の社会経済状況とそれを踏まえ
た幹線道路ネットワークについて」

〇議題：「北海道の社会経済状況とそれを踏まえ
た幹線道路ネットワークについて」 全国2 1倍

対象人口規模

■最寄都市までの平均道路距離（km）■最寄都市までの平均道路距離（km）

幹線道路 ク 」

・主に次の現状･課題を確認。

幹線道路 ク 」

・主に次の現状･課題を確認。
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2万人以上

全国

北海道

2.1倍

3 1倍主に次の現状 課題を確認。

（地域構造･人口）

主に次の現状 課題を確認。

（地域構造･人口）

19

31

58
4万人以上

3.1倍

（地域構造･人口）

広域分散型の地域構造であり 全国平均の２

（地域構造･人口）

広域分散型の地域構造であり 全国平均の２

31

59

70
10万人以上 2.3倍

2.4倍

広域分散型の地域構造であり、全国平均の２
～３倍の都市間距離を持ち かつ地方部での人
広域分散型の地域構造であり、全国平均の２

～３倍の都市間距離を持ち かつ地方部での人
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単位：km
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３倍の都市間距離を持ち、かつ地方部での人
口減少が著しいこと。
３倍の都市間距離を持ち、かつ地方部での人

口減少が著しいこと。 ■年間降雪量の推移■年間降雪量の推移
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（ 増加傾向（鉄道）

地方鉄道の廃線やＪＲ貨物列車の減便により

（鉄道）

地方鉄道の廃線やＪＲ貨物列車の減便により
600

H12年 H18年 H24年

年地方鉄道の廃線やＪＲ貨物列車の減便により
地域の足に変化が見られること。
地方鉄道の廃線やＪＲ貨物列車の減便により

地域の足に変化が見られること。
H12年 H18年 H24年

*気象庁：岩見沢

（都市間移動）（都市間移動） ■高速道路通行止め比較■高速道路通行止め比較（都市間移動）

都市間移動に時間を要する北海道において

（都市間移動）

都市間移動に時間を要する北海道において
50,000

道央道 道東道（km・時間）

道央道の通行止め

■高速道路通行止め比較■高速道路通行止め比較

都市間移動に時間を要する北海道において、
冬期旅行速度の低下や豪雨･豪雪等による通行
都市間移動に時間を要する北海道において、

冬期旅行速度の低下や豪雨･豪雪等による通行 30,000

40,000
道央道の通行止め
が近年特に増加

止め等が課題になっていること。その一方で広域
的な代替ネ トワ クにより 交通を確保できて
止め等が課題になっていること。その一方で広域
的な代替ネ トワ クにより 交通を確保できて 10 000

20,000

,

的な代替ネットワークにより、交通を確保できて
いる事例もあること
的な代替ネットワークにより、交通を確保できて
いる事例もあること
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*NEXCO資料より



第６回 北海道地方小委員会 議事概要（２／５）第６回 北海道地方小委員会 議事概要（２／５）

主に次の現状 課題を確認主に次の現状 課題を確認・主に次の現状･課題を確認。・主に次の現状･課題を確認。
■高次医療施設への６０分カバ 圏（季節別）

（医療）（医療）
■高次医療施設への６０分カバー圏（季節別）

面積あたりの医師数が全国の1/5の
水準 あり 都市部 クセ 性
面積あたりの医師数が全国の1/5の

水準 あり 都市部 クセ 性水準であり、都市部へのアクセス性の
改善を含め 地方部の医療水準の確
水準であり、都市部へのアクセス性の
改善を含め 地方部の医療水準の確改善を含め、地方部の医療水準の確
保が課題であること。
改善を含め、地方部の医療水準の確
保が課題であること。保 課題 ある 。保 課題 ある 。

（人/100k㎡）

■面積100km2当たりの医師数■面積100km2当たりの医師数
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90.0100 ６０分圏内（通年）

６０分圏内（夏期のみ）

30 1
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50

６０分圏内（夏期のみ）

６０分圏外

高次医療施設

15.1

30.1

0

資料：国土交通省「Ｈ２２道路交通センサス」を基に作成

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」（H22年度）

全国 北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄
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第６回 北海道地方小委員会 議事概要（３／５）第６回 北海道地方小委員会 議事概要（３／５）

主に次の現状 課題を確認主に次の現状 課題を確認・主に次の現状･課題を確認。・主に次の現状･課題を確認。 ■都道府県別交通事故死者数の推移

都道府県別　交通事故死者数の推移 (単位：人)

ク

（交通事故）（交通事故）
ランク H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知

428 435 407 389 326 318 281 256 276 235 219
1位

北海道においては、交通事故死者数が
依然とし 多 まま推移し る と
北海道においては、交通事故死者数が

依然とし 多 まま推移し る と

428 435 407 389 326 318 281 256 276 235 219

北海道 北海道 埼玉 北海道 北海道 埼玉 北海道 北海道 東京 北海道 兵庫県

391 387 322 277 286 232 218 215 215 200 187
2位

依然として多いまま推移していること。依然として多いまま推移していること。 埼玉 千葉 千葉 千葉 東京 北海道 埼玉 東京 埼玉 埼玉 千葉

369 332 305 266 269 228 207 215 207 200 186

北海道 北海道 北海道

3位

（災害）（災害）
北海道 北海道 北海道

302 6位 190 184
4位

■北海道の火山災害 地震災害等の危険性■北海道の火山災害 地震災害等の危険性

稚内積雪寒冷地である北海積雪寒冷地である北海
■北海道の火山災害、地震災害等の危険性■北海道の火山災害、地震災害等の危険性

豊富北

幌延

積雪寒冷地である北海
道において、地震の発
積雪寒冷地である北海

道において、地震の発
中川

音威子府

名寄

美深美深

美深敷島美深北

紋別

高規格 地域高規格道路（供用区間）

生確率が高い地域、活
動的な火山が存在する
生確率が高い地域、活
動的な火山が存在する

注）道路ネ トワ ク（図中青色）は 高規格幹線道路及び

多寄

士別剣淵

比布
丸瀬布

留萌幌糠
高野

女満別
北見東

留萌大和田

遠軽豊里

留萌 網走

高規格･地域高規格道路（供用区間）

高規格･地域高規格道路（事業区間）

高規格･地域高規格道路（未事業区間）

動的な火山が存在する
地域、津波により沿岸部
動的な火山が存在する
地域、津波により沿岸部

凡 例

注）道路ネットワーク（図中青色）は、高規格幹線道路及び
地域高規格道路（自動車専用道路レベルの路線のみ）
を記載。

深川

北見西

温根沼温根沼

訓子府

根室

岩見沢

アトサヌプリ

雌阿寒岳

大雪山

十勝岳

地域、津波により沿岸部
の国道が浸水する可能
地域、津波により沿岸部
の国道が浸水する可能

常時観測火山（気象庁）：９火山
アトサヌプリ 雌阿寒岳 大雪山

凡 例

千歳恵庭

黒松内

本別
浦幌

足寄

帯広

苫小牧東

別保別保

倶知安

小樽

性がある地域等、防災
上の課題があること
性がある地域等、防災
上の課題があること アトサヌプリ、雌阿寒岳、大雪山、

十勝岳、樽前山、倶多楽、有珠山、
北海道駒ケ岳、恵山

黒松内

日高門別

更別

室蘭

中札内

忠類大樹

静内

広尾

樽前山

有珠山
倶多楽

上の課題があること。上の課題があること。

「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に
係る地震防災対策の推進に関する特別
措置法」（平成１６年法律第２７号）による

七飯藤城

大沼公園
森

北斗茂辺地

七飯

広尾浦河

江差

北海道駒ケ岳

恵山

地震の発生確率が高い地域を通過

有珠山等火山の
近傍を通過。

措置法」（ 成 年法律第 号）
推進地域指定市町村
※震度基準（震度６弱以上）、津波基準等から指定

北斗茂辺地

地震の発生確率が高い地域を通過。
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第６回 北海道地方小委員会 議事概要（４／５）第６回 北海道地方小委員会 議事概要（４／５）

主に次の現状 課題を確認主に次の現状 課題を確認・主に次の現状･課題を確認。・主に次の現状･課題を確認。 ■札幌圏から３時間圏と日帰り観光の立寄り地■札幌圏から３時間圏と日帰り観光の立寄り地

（観光）（観光）
北見市

雪が降る等の特徴から東ア
ジ を中心とし イ バウ ド
雪が降る等の特徴から東ア

ジ を中心とし イ バウ ド

【池田ワイン城 】

ジアを中心としてインバウンド
観光に優位性があること また
ジアを中心としてインバウンド
観光に優位性があること また 釧路市

む ト
十 芽

足
寄観光に優位性があること。また

道路ネットワークの拡大により、
観光に優位性があること。また
道路ネットワークの拡大により、 札幌市

釧路市

帯広市

千
歳
恵
庭

千
歳
東

追
分

夕
張

む
か
わ
穂
別

占
冠

ト
マ
ム

勝
清
水芽

室
帯
広

芽
室
帯
広

池
田本

別
本
別

寄

【十勝エコロジーパーク 】道路ネッ ク 拡大 より、
日帰り観光圏域も拡大してい
る と

道路ネッ ク 拡大 より、
日帰り観光圏域も拡大してい
る と

札幌市
帯広市

ること。ること。

■オホーツク産ホタテ空輸出荷スケジュールの変化■オホーツク産ホタテ空輸出荷スケジュールの変化

（食）（食） 翌日発送

高規格道路整備前
輸送時間が長く、当日
便に間に合わない

オホ ク産ホタテ空輸出荷 ケジ 変化オホ ク産ホタテ空輸出荷 ケジ 変化

我が国の食料自給率を支える我が国の食料自給率を支える 市
新千歳空港

高規格道路整備前

高規格道路整備後

便に間に合わない

食糧基地であり、移動時間の
短縮により 農産品の付加価
食糧基地であり、移動時間の
短縮により 農産品の付加価

輸送コストが高い
輸送量に制限

場

・

高規格道路整備後
１日遅れると半値

以下の価格短縮により、農産品の付加価
値等が大きく向上すること
短縮により、農産品の付加価
値等が大きく向上すること

女満別空港 翌日販売

・
仲

輸送コスト安い
大量輸送が可能

以下の価格

当日値等が大きく向上すること。値等が大きく向上すること。
関 東

関 西

18:00頃

当日中に
配送先へ

買11:00頃 出発

新千歳空港

関 西

中 部

配送先へ

全国の消費地に
高鮮度のホタテを提供

旭川紋別自動車道・
北海道縦貫自動車道を利用
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第６回 北海道地方小委員会 議事概要（５／５）第６回 北海道地方小委員会 議事概要（５／５）

道路ネ トワ クの検討にあた ては れらの地域課題や将来像を見据え道路ネ トワ クの検討にあた ては れらの地域課題や将来像を見据え・道路ネットワークの検討にあたっては、これらの地域課題や将来像を見据え、
しっかりとした政策目標を設定しながら丁寧に進めていくことが必要
・道路ネットワークの検討にあたっては、これらの地域課題や将来像を見据え、
しっかりとした政策目標を設定しながら丁寧に進めていくことが必要しっかりとした政策目標を設定しながら丁寧に進めていくことが必要。

特に 北海道経済はこの１０年間停滞もしくは縮小を続けているが 農水産業

しっかりとした政策目標を設定しながら丁寧に進めていくことが必要。

特に 北海道経済はこの１０年間停滞もしくは縮小を続けているが 農水産業・特に、北海道経済はこの１０年間停滞もしくは縮小を続けているが、農水産業
や観光といった基幹産業においてですら、そのポテンシャルを十分活かし切れ
・特に、北海道経済はこの１０年間停滞もしくは縮小を続けているが、農水産業
や観光といった基幹産業においてですら、そのポテンシャルを十分活かし切れや観光といった基幹産業においてですら、そのポテンシャルを十分活かし切れ
ていない状況。
や観光といった基幹産業においてですら、そのポテンシャルを十分活かし切れ
ていない状況。

・また、先に述べた様々な課題は、東日本大震災以降新たに顕在化したものも・また、先に述べた様々な課題は、東日本大震災以降新たに顕在化したものもま 、先 述 様 な課題 、東 本大震災以降新 顕在化 も も
あるが、既に前回の議論において指摘されていたものも多数見受けられる。
ま 、先 述 様 な課題 、東 本大震災以降新 顕在化 も も
あるが、既に前回の議論において指摘されていたものも多数見受けられる。

・北海道開発局においては、「選択と集中」や経済性を十分に踏まえつつ、北海・北海道開発局においては、「選択と集中」や経済性を十分に踏まえつつ、北海
道の課題解決とポテンシャルの最大化のため、スピード感をもった対応を強くお
願いしたい
道の課題解決とポテンシャルの最大化のため、スピード感をもった対応を強くお
願いしたい願いしたい。願いしたい。
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